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NPO やましろ里山の会 週刊ニュース 1103 号 2025-9-18 

●木津川での魚とり 9 月 13 日(土) 

総参加者 50 人近くの子ど

も達とその保護者の方々

が手に網やバケツ、そし

てしっかりした足元を整

えて来られました。玉水

橋の東詰めの広場から河

川敷広場受付を済ませ、

魚採り会場の玉水浜まで

の 1.5 ㎞の通路を通過し

て到着されました。前日の夜の雨で

10 ㎝程水位が上がっていましたが水

遊びには適当な浅瀬で深い所を危険

として周知し、2 つのワンドでの取り

組みをしました。本流への出口など

にはスタッフの見張りが立ち、本流にも監視員を配置して陸上からも見張り役をお願いして水難

事故防止に全力を尽くしました。採取出来たニゴイ、ヌマエビ、など 10 種が捕獲出来ました。中

でもヌマエビやオイカワは大量でした。9月になっても真夏日が続く厳しい暑さで水分補給の休

憩時間に、11 時ごろから降雨の予報が出ているのでその後の予定を変更して、最も楽しみにされ

ている「川流れ」を急遽実行する事になりました。保護者の皆さんに協力をお願いして「川流

れ」が実現できる 30m ほどの特設会場ができあがりました。高学年者から頭を上げ仰向けになり

足を下流に向けた姿勢でライフジャケットの浮力を利用して流れ下り、保護者が待ち構えている

ゴール地点に到着します。1回目より 2回目と回を重ねて自信がつくと、川を駆け上って挑戦を

何回も何回もしていました。仰向くことが難しかったですがほとんど全員が上手く浮くコツを覚

えられたと思いました。この「川流れ」は数人のスタッフではとても実施することは無理な取り

組みですが、保護者の皆さんが快くご協力をくださったので楽しい川の思い出が出来ました。ご

協力くださった保護者の皆様ありがとうございました。 
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●「点野水辺のクラブ」の除草作業 応援にかけつける 9 月 14 日(日)の午後 

寝屋川市の「点野水辺のクラブ」は活動拠点を点野の河川公園としておられて一帯の管理地の除

草作業に里山の会に応援を求めてこられていました。昨年と同様に太田理事がハンマーモアを積

んで駆けつけていただきました。水辺クラブは寝屋川の清掃や川づくりそして点野ワンドでのイ

タセンパラなどを取り組みたいとの活動を展開されているサークルです。除草作業はかなり広い

所を受けもっておられるので助けて頂いてありがとうと、理事長さんから丁寧なお礼の電話があ

りました。太田さんには連日の作業で大変お世話になりました。ありがとうございました。 

 

●子どもカヌー体験 9 月 15 日(月) 

毎年子どもカヌー体験を実行してきましたところ、今年の参

加申し込みは予定数に到達できない状態に至りました。異常

な高温の夏の延長のせいだろうかと考えさせられます。当日

は 9時 30 分開会でしたが開会セレモニーのあと、体をほぐす

準備体操や操船のためのパドルの扱い方など、初心者にもわ

かるよう丁寧な説明があって、実際に乗船してみた皆さんは

ぶつかることもなくスイスイ漕ぎ出していました。驚くよう

な出来栄えで、安心できました。この日の木津川はこれまで見た事の無いほどの水位が下がって

いまして、川のこれまで隠れていた岩があちこち出てきて難しい川になっていました。 

また三連休の最終日でもあって朝早くから来られていた釣り人がこれまでになく竿を出しておら

れました。水量が少なく川幅が狭くなってしまったので邪魔にならないようにコース取りに苦労

をしたとのことでした。 

この日、木津川市の写真家藤本さんが木津川市で撮影した野

鳥の写真を持ち込んでいただき豊かな環境を野鳥の面から解

説され、参加者は水面の美しさや楽しさを実感した後の鳥の

お話に引き込まれました。 
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●ごちそうフェスタ 9 月 21 日(日) 

城陽市五里五里の里で山城地域 100 店舗が出店

する賑やかな催しです。里山の会も竹エンピツ

と松かさツリーや竹でのコマ工作つくりで参加

いたします。きっと多くの出店者の皆さんとの

出会いがこれからの活動に大きなつながりとな

る良い機会として交流を深めあえることに期待

をしています。 

 

●木津川市山城町に熊が出現とのニュースをお聞き

しました。 

私たち里山の会は里山農園でイノシシやアライ

グマの出現による被害を幾度も受けて防御に苦

労をしてきました。熊が木津川市の東部で出現

しているとのことが報道されて驚きました。木

津川東部での猿や鹿の被害は聞き及んでいまし

たが、人命に直接危害を及ぼす熊の出現となれ

ばこれは聞き捨てならない出来事です。お聞き

すると子熊の出没が数カ所で確認とのことです

から、近くの山には親熊がいるに違いないと容

易に想像できます。これから熊への対応にも十

分な準備が必要であり、とりわけ高齢者の単独

行動は絶対避けなければならない事を肝に銘じておきましょう。 

 

●会誌 59 号の原稿を募集しています。 

イベントの感想文や気候異変へのご意見、物価高への怒りなどどしどしおよせください。 

募集の締切は 10 月 10 日(金)です。メールでの投稿が出来れば有難いです。

fddbw257@yahoo.co.jp までよろしくお願いします。 

mailto:fddbw257@yahoo.co.jp

